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大会の目玉「山形・新潟県選抜対抗戦」

「白い森杯柔道大会2013」開会式
参加　90チーム　450人

小国産の原木で製作した「楯」と「木メダル」

■12月定例会概要

■一般質問

■委員会レポート

■議長年頭のあいさつ

■おらもおぐに町民
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◆子ども子育て支援事業計画策定ニーズ調査及
び全国共通システム導入　　　　  580万円

◆学校統合に伴う通学体制見直しによるスクー
ルバス 2 台（14人乗り）の購入　　　630万円

◆小国町文化振興基金積立金　　  3,200万円
町民の芸術文化活動の振興、発展を図ることを目的と
した基金造成のための積立金

◆介護保険特別会計
介護保険料システムの改修など

◆病院事業会計
リハビリ棟増設にともない国民健康保険会計から調整交付金を補助

◆小国町の農業再生・農業振興と平成26度農業予算確保に関する請願について
議決結果　採択
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12月定例会
12月5日●～10日●木 火

平成25年

　12月定例会は25年度各会計の補正予算 6 件、条例の制定 7 件、小国町病院事業

会計資本金の額の減少、小国小学校改築事業建物外構工事請負契約の一部変更が提

案された。審議の結果、一般会計補正予算をはじめすべて原案どおり可決された。

また、請願 1 件については採択となった。一般質問は 7 名が町政の諸問題について

質問した。

小国町ぎかいだより■JANUARY.2014

※詳細は、インターネット録画映像でご覧になれます。（小国町議会 HP よりアクセス）

一般会計補正　　総額1億3,547万6千円

特別会計補正

企業会計補正

請　　　願

元気な保育園児



◆小国町文化振興基金条例の制定
（財）小国町文化振興基金の解散にともなう残余財産の寄付を受けて芸術文化活動の振興、発展を図

るため基金を設置するもの

◆小国町税条例の一部を改正する条例の制定

◆小国町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定

◆小国町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定

◆小国町小学校設置条例及び小国町中学校設置条例の一部を改正する条例の制定
平成26年 4 月までに統合する学校の設置条例の廃止

◆小国町中央児童室設置条例の一部を改正する条例の制定
現在建築中の新小国小学校内に整備している中央児童室の住所、定員の変更

◆小国町移動通信用鉄塔施設の設置及び管理条例の一部を改正する条例の制定

◆小国小学校改築事業建物外構工事請負契約の一部変更
完成工期を平成25年12月27日から、平成26年 3 月20日に変更

◆小国町病院事業会計自己資本金15億7,233万4,443円のうち、10億7,371万7,000円
を減少し、資本剰余金に振り替える。

（地方公営企業会計制度見直しにともない、新たに設けられる長期前受金等を確保するための措置）

◆スクールバス（14人乗り）2 台
契約額　7,366,696円（税込み）　　業　者　㈲塩川自動車整備工場
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条例の制定

臨時議会　12月26日（木）

工事請負契約の変更

小国町病院事業会計資本金の額の減少

財産の取得



小
関
　
平
成
23
年
議
員
就
任
後
、

小
野
町
長
及
び
就
任
間
も
な
い

盛
田
町
長
に
一
般
質
問
を
し
て

き
た
。

　
い
ず
れ
も
「
道
の
駅
」
に
関

し
て
で
あ
っ
た
が
、
前
向
き
な

答
弁
を
い
た
だ
い
た
。

　
し
か
し
、
進
展
が
見
ら
れ
な

い
よ
う
な
の
で
、
再
度
初
心
に

か
え
っ
て
質
問
す
る
。

①
「
道
の
駅
」
の
役
割
は

②
「
道
の
駅
」
活
性
化
の
対
策

は

③
「
道
の
駅
」
を
ど
う
し
て
い

く
か

④
「
農
産
物
直
売
所
」
は
、
ど

う
な
っ
た
か

町
長
　「
道
の
駅
」
は
、
災
害

時
の
防
災
拠
点
、
交
流
活
動
拠

点
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
機
能

を
担
っ
て
き
て
い
る
。
な
か
で

も
、
観
光
交
流
の
拠
点
機
能
に

お
い
て
は
、
地
域
の
特
産
物
販

売
等
、
地
域
活
性
化
の
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　
道
の
駅
の
活
性
化
対
策
と
し

て
は
、「
情
報
コ
ー
ナ
ー
」
に

通
年
、
案
内
人
を
配
置
し
年
間

約
2
万
人
に
対
し
情
報
を
提
供

し
て
い
る
。
ま
た
、
季
節
に
応

じ
て
様
々
な
「
食
」
の
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
喜
ば
れ
て
お
り
、
環

境
整
備
も
順
次
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。

　
道
の
駅
は
、
観
光
交
流
者
の

拡
大
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に

大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
施

設
で
あ
る
の
で
、
引
き
続
き
、

利
便
性
を
高
め
る
た
め
の
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

　「
農
産
物
直
売
所
」
に
関
し

て
は
、
今
年
度
に
至
る
ま
で
関

係
団
体
と
の
合
意
形
成
に
至
っ

て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、
現
状

で
は
、
実
現
不
可
の
事
業
で
あ

る
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
あ
り
一
旦
白
紙
に
戻
す
べ

き
も
の
と
考
え
る
。
今
後
は
、

道
の
駅
全
体
の
活
性
化
を
図
る

う
え
の
ひ
と
つ
と
し
て
新
た
に

検
討
し
た
い
。

小
関
　
以
前
行
っ
た
「
農
産
物

直
売
所
」
の
設
計
経
費
約

3
0
0
万
円
の
う
ち
約
70
万
円

の
補
助
金
を
う
け
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
2
3
0
万
の
税

金
は
、
ど
う
な
る
の
か
。

　
ま
た
、
補
助
金
は
、
返
還
し

な
く
て
よ
い
の
か
。

産
業
賑
興
課
長
　
白
紙
と
は
い

え
、
今
後
も
計
画
は
、
検
討
し

て
い
く
の
で
、
補
助
金
の
返
還

の
義
務
は
な
い
。

そ
の
他
質
問

＊
お
ぐ
に
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

の
老
朽
化
に
関
し
て

＊
小
国
町
の
農
業
に
関
し
て
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にぎわいが期待される「道の駅」

小 関 和 好

一 般 質 問一 般 質 問

小
関

小
関

産
業
賑
興
課
長
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今
　
人
口
一
万
人
に
つ
な
が
る

今
年
度
の
施
策
、
事
業
の
進
捗

と
、
そ
の
実
績
・
効
果
を
伺
い

た
い
。

町
長
　
一
つ
一
つ
の
施
策
、
あ

る
い
は
総
合
的
か
つ
様
々
な
施

策
を
と
っ
た
結
果
、
そ
れ
に
よ

っ
て
人
口
が
プ
ラ
ス
何
人
に
な

っ
た
と
い
う
具
体
的
な
根
拠
は
、

申
し
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
町
の
人
口
は
、
私
が
就
任
し

て
か
ら
も
減
少
し
て
お
り
10
月

末
現
在
で
8
’

5
4
8
人
と
な

っ
て
い
る
。

今
　
人
口
一
万
人
に
向
け
て
の

今
後
の
取
り
組
み
を
聞
き
た
い
。

町
長
　
小
国
町
総
合
計
画
基
本

構
想
に
掲
げ
た
四
つ
の
柱
に
基

づ
い
た
具
体
的
な
施
策
事
業
を

構
築
し
て
い
く
。

今
　
人
口
増
の
目
標
値
を
立
て

た
か
。

町
長
　
現
在
26
年
度
予
算
の
編

成
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
事

業
が
こ
れ
か
ら
出
て
く
る
。
そ

こ
で
施
策
事
業
の
評
価
、
ま
た

今
後
、
効
果
の
検
証
を
図
り
た

い
。
一
万
人
を
ど
う
い
う
事
業

で
達
成
す
る
か
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
か
ら
の
検
証
作
業
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
少
な
く
と

も
こ
れ
を
し
た
か
ら
何
人
増

え
る
と
い
う
施
策
の
つ
く
り

方
は
し
て
い
な
い
。

今
　
一
万
人
の
町
づ
く
り
の
今

後
の
取
り
組
み
に
お
い
て
25
年

度
の
よ
う
な
施
策
事
業
の
内
容

で
は
、
人
口
増
加
は
多
く
を
望

め
な
い
。

　
数
値
目
標
の
一
万
人
と
現
在

の
人
口
8
’
5
4
8
人
の
差
が

1
’4
5
2
人
と
大
き
く
、
こ
れ

を
任
期
2
年
4
か
月
で
の
達
成

は
不
可
能
と
考
え
る
。
以
上
の

理
由
か
ら
数
値
目
標
一
万
人
の

撤
回
を
提
案
し
た
い
と
考
え
る
。

町
長
　
こ
れ
ま
で
25
年
度
の
施

策
を
行
っ
て
き
て
、
そ
れ
な
り

に
効
果
を
あ
げ
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
。
引
き
続
き
、
町
民
主

役
の
町
づ
く
り
を
基
本
理
念
に

「
一
万
人
復
活
の
町
づ
く
り
」
を

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
。
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人口一万人復活を目指す小国町

今今今

今

一 般 質 問一 般 質 問

町
長

町
長

町
長

町
長

今 　 正 徳

小国町ぎかいだより■JANUARY.2014



安
部
　
現
在
、
小
国
町
で
人
工

透
析
を
行
っ
て
い
る
患
者
は
21

人
と
聞
い
て
い
る
。
平
均
年
齢

は
64
・
8
歳
で
、
高
齢
化
に
伴

い
大
変
な
思
い
で
通
院
さ
れ
て

い
る
と
思
う
。
患
者
の
か
た
は

町
外
の
病
院
で
透
析
を
受
け
て

い
る
が
、
冬
期
間
は
吹
雪
の
日

な
ど
大
変
苦
労
さ
れ
、
病
院
に

通
院
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
事
情
に
よ
り
相
乗
り

で
行
か
れ
る
方
も
い
る
と
伺
っ

て
い
る
。
町
立
病
院
で
人
工
透

析
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い

う
公
約
は
、
現
在
ど
の
よ
う
に

進
ん
で
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

町
長
　
私
は
、
就
任
後
、
ま
ず

は
、
本
町
に
お
け
る
透
析
患
者

の
実
態
、
患
者
の
生
の
声
を
大

き
く
発
し
て
い
く
こ
と
が
最
初

の
段
階
で
あ
る
と
判
断
し
、
町

内
の
透
析
患
者
さ
ん
た
ち
で
組

織
し
て
い
る
「
小
国
町
人
工
透

析
通
院
患
者
の
会
」
の
会
合
に

出
席
し
て
情
報
・
意
見
交
換
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
を

基
に
国
会
議
員
を
は
じ
め
中
央

省
庁
や
山
形
県
庁
な
ど
、
関
係

機
関
を
訪
問
し
、
厚
生
労
働
省

幹
部
、
吉
村
山
形
県
知
事
な
ど
、

有
力
な
立
場
の
方
々
に
、
実
現

に
向
け
て
多
面
的
な
支
援
を
お

願
い
し
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
町
の
透
析
患
者
の

実
情
を
訴
え
て
い
く
行
動
や
情

報
交
換
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
具
体
的
な
課
題
は
、
従
前
と

同
様
に
透
析
専
門
医
や
看
護
師
、

医
療
技
術
者
等
の
確
保
で
あ
る

た
め
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ

て
計
画
的
な
人
材
確
保
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
実
現
ま
で
に
時
間
を
要

す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
の

で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
い
た
だ
き
た
い
。
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小国町立病院

安 部 春 美

一 般 質 問一 般 質 問

安
部

町
長
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小
林
　
ま
ち
お
こ
し
、
観
光
振

興
に
つ
な
げ
る
目
的
で
森
林
体

験
・
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
を
委

託
し
、
交
流
客
が
着
実
に
増
え

て
い
る
と
聞
く
。
継
続
し
て
委

託
し
、
さ
ら
に
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
今
後
の
対
応
を
伺
い

た
い
。

町
長
　
小
国
町
な
ら
で
は
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
て
い
る
。

　
近
年
の
旅
行
形
態
は
、
テ
ー

マ
や
目
的
を
明
確
に
し
、
体
験

な
ど
を
組
み
込
ん
だ
も
の
の
人

気
が
高
ま
っ
て
い
る
。
当
町
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
く
た
め
に
、

非
常
に
有
意
義
な
事
業
と
考
え
、

前
向
き
に
考
え
る
。

小
林
　
「
人
口
一
万
人
復
活
」

を
目
指
し
て
い
る
が
、
人
口
を

維
持
し
増
加
に
転
じ
る
た
め
に

は
、
若
い
人
の
職
場
の
確
保
が

必
須
で
あ
る
。
昨
年
度
卒
業
の

小
国
出
身
高
校
生
の
進
路
状
況

と
町
の
「
雇
用
の
場
創
出
」
の

取
組
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
平
成
25
年
3
月
卒
業
の

本
町
出
身
の
高
校
生
は
88
名
、

就
職
し
た
30
名
の
う
ち
小
国
町

内
就
職
者
は
10
名
、
置
賜
管
内

6
名
で
あ
っ
た
。
若
い
人
が
定

着
で
き
る
雇
用
の
場
の
確
保
の

た
め
、
既
存
企
業
の
雇
用
維
持

支
援
、
融
資
事
業
や
雇
用
促
進

奨
励
金
の
交
付
な
ど
の
施
策
を

行
っ
て
い
る
。

　
農
業
の
六
次
産
業
化
は
芽
が

で
て
き
た
事
業
を
育
て
る
努
力

を
す
る
。

小
林
　
来
年
2
月
末
に
、
新
校

舎
完
成
の
予
定
だ
が
、
工
事
の

進
捗
を
聞
き
た
い
。
ま
た
、
厳

冬
期
末
と
な
る
引
っ
越
し
作
業

の
準
備
は
大
丈
夫
か
。

教
育
次
長
　
工
事
は
、
11
月
末

現
在
、
75
パ
ー
セ
ン
ト
完
了
の

進
捗
で
あ
る
。
請
負
契
約
の
一

部
変
更
に
よ
り
23
億
7
千
万
円

の
工
事
費
と
な
り
、
工
期
は
平

成
26
年
3
月
14
日
ま
で
延
長
と

な
る
。

　
引
越
し
は
春
休
み
に
集
中
し

て
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
学

校
と
十
分
協
議
し
て
進
め
る
。

小
林
　
新
設
の
導
水
路
に
よ
り

懸
案
の
幸
町
全
域
利
用
が
可
能

に
な
る
。
利
用
準
備
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

町
長
　
用
水
の
管
理
は
地
区
組

織
で
行
い
、
取
水
の
確
保
、
利

用
調
整
は
町
が
行
う
。
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十三峠散策体験プログラムによる交流

小
林

小
林

小
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長
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長

町
長

教
育
次
長
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小国町ぎかいだより■JANUARY.2014



齋
藤
　
9
月
定
例
会
に
お
い
て
、

叶
水
小
中
学
校
の
統
合
に
関
す

る
進
捗
状
況
を
質
問
し
た
。

　
町
長
は
「
苦
渋
の
思
い
で
統

合
さ
れ
た
地
域
と
の
平
等
性
や
、

新
小
国
小
学
校
と
小
国
中
学
校

が
連
携
し
た
新
た
な
教
育
実
践

を
望
む
声
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、

叶
水
小
中
学
校
も
統
合
に
理
解

を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
、

ま
た
、
そ
の
後
の
耐
震
化
は
ど

う
す
る
の
か
と
の
質
問
に
「
そ

ろ
そ
ろ
最
終
的
判
断
の
時
期
で

あ
る
」
と
答
弁
し
た
。
9
月
定

例
会
後
の
話
し
合
い
の
経
過
と

最
終
判
断
の
時
期
は
い
つ
な
の

か
。

　
学
校
設
置
者
と
し
て
の
町
長

は
ど
の
よ
う
な
判
断
を
す
る
の

か
。

町
長
　
9
月
30
日
に
教
育
長
と

教
育
次
長
が
保
護
者
と
懇
談
し
、

10
月
21
日
の
教
育
委
員
会
で
平

成
26
年
度
統
合
は
難
し
い
と
決

定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
11
月
15

日
に
保
護
者
と
懇
談
し
、「
な

ん
と
か
平
成
27
年
3
月
閉
校
、

4
月
統
合
を
お
願
い
し
た
い
。

こ
れ
は
町
長
と
し
て
苦
渋
の
決

断
で
あ
り
、
ご
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
。」
と
申
し
上
げ
た
。

　
11
月
26
日
に
地
域
懇
談
会
を

開
催
し
、
保
護
者
を
含
め
30
名

程
度
の
出
席
者
に
私
か
ら
統
合

へ
の
具
体
的
な
考
え
を
お
話
し

統
合
へ
の
理
解
を
お
願
い
し
た

が
、
統
合
反
対
に
対
す
る
強
い

意
思
を
感
じ
た
。
今
後
も
平
成

27
年
度
統
合
を
目
指
し
、
よ
り

一
層
懇
談
を
重
ね
、
理
解
を
求

め
て
い
く
。

齋
藤
　
現
在
、
話
合
い
は
平
行

線
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

11
月
26
日
の
地
域
懇
談
会
は
ど

の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
の
か
。

教
育
長
　
地
域
か
ら
は
保
護
者

が
反
対
し
て
い
る
の
に
統
合
に

賛
成
は
で
き
な
い
、
他
地
域
か

ら
の
移
住
や
若
い
夫
婦
の
U

タ
ー
ン
な
ど
地
域
を
あ
げ
て
叶

水
の
教
育
を
支
援
し
て
い
る
等

の
反
対
意
見
に
終
始
し
、
統
合

へ
の
理
解
を
得
る
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。

齋
藤
　
今
ま
で
統
合
し
、
閉
校

し
て
き
た
学
校
の
利
活
用
と
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
の
取

組
が
進
ん
で
い
る
。
統
合
後
、

利
活
用
が
活
発
と
な
り
、
他
の

地
域
に
目
に
見
え
る
状
態
で
あ

れ
ば
、
叶
水
地
域
の
方
々
も
統

合
後
の
不
安
も
少
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

教
育
次
長
　
全
体
の
空
き
校
舎

の
中
で
利
活
用
を
ど
う
す
る
か
、

有
識
者
の
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
検
討
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

齋
藤
　
平
成
27
年
度
叶
水
小
中

学
校
の
統
合
を
目
指
す
、
と
学

校
設
置
者
で
あ
る
町
長
が
決
断

を
し
た
が
、
今
ま
で
統
合
し
て

き
た
各
学
校
に
お
い
て
理
解
と

合
意
を
得
た
時
と
同
じ
に
よ
う

に
叶
水
小
中
学
校
の
保
護
者
・

地
域
の
方
々
に
も
合
意
を
得
て

27
年
度
の
統
合
を
望
み
た
い
。

町
長
　
何
度
で
も
足
を
運
ん
で

ご
理
解
を
得
た
い
。
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藤
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本
間
　
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

住
宅
の
必
須
条
件
と
な
っ
て
い

る
安
否
確
認
と
相
談
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
地
域
で
展
開
し
、
在
宅

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
べ

き
で
な
い
か
。

町
長
　
本
年
4
月
1
日
現
在
の

本
町
に
お
け
る
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
人
口
割
合
、
高
齢
化
率

は
34
％
で
、
全
国
平
均
よ
り
10

％
程
度
高
く
、
県
内
で
3
番
目

に
あ
り
高
齢
化
が
先
行
し
進
行

し
て
い
る
。

　
特
に
、
施
設
入
所
者
を
除
い

た
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
数
は

3
8
2
名
で
、
そ
の
割
合
は
県

内
で
2
番
目
に
高
い
状
況
に
あ

る
。

　
ま
た
、
要
支
援
・
要
介
護
者

は
5
7
5
名
で
、
こ
の
う
ち
在

宅
で
生
活
し
て
い
る
か
た
は
、

3
7
0
名
程
度
の
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
「
さ
い
わ
い
荘
」

の
待
機
者
は
、
10
月
1
日
現
在

で
1
1
3
名
い
る
が
、
こ
の
う

ち
53
名
が
要
介
護
1
及
び
2
の

方
で
あ
り
、
新
た
な
国
の
方
向

性
に
照
ら
し
た
場
合
、
原
則
的

に
は
こ
の
方
々
の
入
所
が
限
定

さ
れ
る
状
況
に
な
る
。

　
ご
存
知
の
と
お
り
、
本
町
は

生
活
圏
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て

お
り
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
の
急
激
な
進
行
に
よ
り
各
家

庭
に
お
け
る
生
活
の

変
化
や
集
落
機
能
の

低
下
な
ど
、
生
活
環

境
が
大
き
く
変
容
し

て
き
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま

え
、
今
年
度
「
小
国

町
地
域
福
祉
計
画
」

の
策
定
に
着
手
し
、

今
後
ま
す
ま
す
進
展

す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
高
齢
社
会
に
お

け
る
安
心
し
た
生
活

空
間
づ
く
り
を
目
指

し
、
国
の
動
向
を
見

極
め
な
が
ら
、
施
設

介
護
の
方
向
性
、
在

宅
介
護
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
連

性
を
検
証
す
る
。
ま
た
、
本
来

の
実
態
に
合
っ
た
総
合
的
な
施

策
の
推
進
策
を
整
理
す
る
と
と

も
に
、「
住
ま
い
」
や
見
守
り
、

相
談
を
含
め
た
「
生
活
支
援
」

「
雪
対
策
」
な
ど
の
地
域
課
題

に
対
す
る
具
体
的
な
施
策
を
組

み
立
て
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　
今
後
と
も
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。

本
間
　
空
き
家
を
積
極
的
に
活

用
し
て
人
口
定
着
に
結
び
つ
く

よ
う
な
町
独
自
の
対
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

町
長
　
本
町
で
は
、
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
総
合
支
援
事
業
を
平
成

23
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

近
年
で
は
、
持
ち
家
の
改
修
等

に
加
え
、
勤
労
者
が
空
き
家
を

取
得
し
、
住
宅
と
し
て
改
修
す

る
際
に
本
制
度
を
利
用
す
る
と

い
う
事
例
も
で
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
動
き
も
踏
ま
え
、
空

き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
そ
の

実
態
の
把
握
を
進
め
、
行
政
と

所
有
者
の
役
割
や
具
体
的
な
施

策
展
開
の
手
法
に
つ
い
て
様
々

な
見
地
か
ら
検
討
を
加
え
、
町

内
で
の
定
住
を
促
し
人
口
流
出

に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、

外
部
か
ら
の
移
住
を
推
進
し
人

口
増
に
寄
与
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
そ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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間
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高
野
　
総
合
案
内
窓
口
を
始
め

て
8
か
月
が
経
過
し
た
。
町
長

は
職
員
研
修
、
職
員
育
成
の
た

め
必
要
で
あ
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
り
案
内
の
徹
底
を
図
る
、

と
言
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
ど

の
よ
う
な
内
容
で
案
内
を
行
っ

て
い
る
か
、
ま
た
、
1
日
何
人

の
案
内
が
あ
る
の
か
。

町
長
　
来
庁
さ
れ
た
方
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
の
う
え
、
き
ち
ん
と
挨
拶

を
し
、
和
や
か
な
雰
囲
気
づ
く

り
に
心
が
け
て
い
る
。
職
員
研

修
は
、
自
分
の
部
署
以
外
の
業

務
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
や
、

来
庁
者
に
対
す
る
接
遇
に
よ
り
、

職
員
の
意
識
向
上
に
繋
が
っ
て

い
る
。
1
日
当
た
り
の
平
均
案

内
件
数
は
16
件
と
な
っ
て
い
る
。

高
野
　
課
長
や
室
長
、
又
、
庁

舎
外
に
勤
務
し
て
い
る
人
は
除

い
て
い
る
が
、
研
修
、
育
成
の

た
め
に
必
要
と
い
う
こ
と
と
矛

盾
し
な
い
か
。

町
長
　
来
年
も
継
続
し
、
庁
舎

外
の
職
員
も
行
う
。
今
年
は
最

初
な
の
で
、
庁
舎
内
の
職
員
で

始
め
た
。

高
野
　
来
庁
者
は
圧
倒
的
に
町

民
税
務
課
が
多
い
が
、「
二
度
手

間
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
職
員
研
修
の
前
に
住
民
サ

ー
ビ
ス
が
優
先
す
る
と
思
う
が
。

町
長
　
窓
口
担
当
者
は
、
町
民

税
務
課
へ
案
内
し
、
職
員
が
来

庁
者
の
来
意
を
伝
え
る
。

高
野
　
来
庁
者
に
定
着
し
つ
つ

あ
る
、
と
い
う
が
、
本
当
に
必

要
か
。

町
長
　
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

職
員
研
修
の
た
め
に
必
要
で
あ

る
。

高
野
　
職
員
が
足
り
な
い
と
い

っ
て
い
る
の
に
、
来
年
も
続
け

る
と
い
う
。
職
員
の
気
持
ち
も

沈
み
が
ち
で
、
町
の
損
失
で
あ

り
、
行
財
政
改
革
の
後
退
に
繋

が
る
と
思
う
が
。

町
長
　
も
し
職
員
の
気
持
ち
が

そ
う
で
あ
る
な
ら
、
ま
だ
研
修

の
効
果
が
出
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
な
の
で
徹
底
し
た
い
。

高
野
　
報
酬
審
議
会
が
開
催
さ

れ
た
と
聞
い
た
が
、
そ
の
メ
ン

バ
ー
と
会
議
の
内
容
、
そ
し
て
、

自
身
の
報
酬
に
つ
い
て
町
長
は

ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　
本
年
1
月
、
7
名
の
委

員
を
選
任
し
、
特
別
職
全
て
の

報
酬
に
つ
い
て
審
議
を
い
た
だ

い
た
。
審
議
会
は
九
年
ぶ
り
の

開
催
で
あ
り
、
特
別
職
の
報
酬

は
、
現
行
額
の
維
持
が
妥
当
、

と
の
意
見
で
あ
っ
た
。

高
野
　
町
長
報
酬
の
見
直
し
は

な
い
か
。

町
長
　
見
直
し
の
た
め
に
審
議

会
を
開
催
し
た
の
で
、
審
議
会

の
答
申
を
真
摯
に
受
け
止
め
た

い
。

そ
の
他
の
質
問

＊
公
用
車
に
つ
い
て
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野
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■
視
察
報
告

＊
視
察
年
月
日

　
平
成
25
年
10
月
10
日
〜
11
日

＊
視
察
先

　
長
野
県
山
形
村
・
長
野
市

＊
概
　
要

　
高
齢
化
率
は
、
24
・
3
％
と

低
い
も
の
の
、
一
歩
先
を
見

据
え
、
村
と
社
会
福
祉
協
議

会
が
一
体
と
な
っ
て
、
き
め
細

や
か
な
手
厚
い
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
し
て
い
る
高
齢
者
福
祉
施
策
、

地
域
福
祉
活
動
等
の
視
察
を

行
っ
た
。

　
小
国
町
で
は
、「
癒
し
の
園
」

を
中
心
と
し
て
地
域
包
括
ケ

ア
を
進
め
て
い
る
が
、
支
援

可
能
な
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
に
よ
り
、
さ
ら
に

充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　
高
齢
者
専
用
住
宅
と
し
て

長
野
市
の
整
備
し
た
市
営
住

宅
を
視
察
し
た
。
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
設
置
、
生
活
援
助
員
常
駐

な
ど
、
自
立
で
き
る
よ
う
在
宅

生
活
の
支
援
を
行
っ
て
い
た
。

　
小
国
町
は
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
の
割
合
が
高
く
、
包
括
ケ

ア
を
進
め
て
い
く
中
で
「
住
ま

い
」
に
関
す
る
取
り
組
み
は
、

非
常
に
重
要
で
あ
る
。
高
齢
者

の
「
住
ま
い
」
と
「
福
祉
」
を

総
合
的
に
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

■
視
察
報
告

＊
視
察
年
月
日

　
平
成
25
年
10
月
28
日
〜
29
日

＊
視
察
先

　
宮
城
県
大
崎
市
・
大
郷
町

＊
概
　
要

　
大
崎
市
の
第
三
セ
ク
タ
ー
の

運
営
状
況
の
視
察
と
大
郷
町
の

6
次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
を

視
察
し
た
。

　
大
崎
市
の
第
三
セ
ク
タ
ー
は
、

温
泉
施
設
と
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

等
4
施
設
を
運
営
し
て
お
り
大

変
厳
し
い
経
営
を
迫
ら
れ
て
い

た
が
、
今
後
3
年
間
で
赤
字
を

ゼ
ロ
に
す
る
計
画
に
取
り
組
ん

で
い
た
。

　
大
郷
町
の
6
次
産
業
は
、
モ

ロ
ヘ
イ
ヤ
の
苗
を
全
戸
配
布
す

る
な
ど
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
の
加
工
品

を
中
心
に
進
め
て
き
た
も
の
で

あ
る
。

　
平
成
12
年
度
に
産
直
施
設
が

開
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
農
産

物
の
販
路
が
拡
大
し
、
多
く
の

農
業
者
が
農
産
物
を
売
る
だ
け

で
な
く
加
工
・
販
売
に
も
取
り

組
む
よ
う
に
な
っ
た
。

　
本
町
で
も
第
三
セ
ク
タ
ー
の

経
営
努
力
と
産
直
施
設
の
早
期

建
設
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

＊
研
修
年
月
日

　
平
成
25
年
9
月
30
日
〜

　
　
　
　
　
　
10
月
1
日

　
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
「
第

79
回
全
国
町
村
議
会
広
報
研

修
会
」
に
参
加
し
た
。

　
文
章
表
現
の
重
要
性
と
記

事
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
写
真
の

撮
り
方
・
使
い
方
な
ど
講
義

を
受
け
た
。

　
ま
た
、
他
町
村
の
広
報
紙

か
ら
学
ぶ
事
も
多
く
、
当
議

会
広
報
の
更
な
る
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
た
。

小
国
町
・
関
川
村
議
員
交
流
会
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総
務
厚
生

常
任
委
員
会

文
教
産
建

常
任
委
員
会

議
会
広
報

特
別
委
員
会

賑わいを見せる大郷町農産物直売所

関川村副村長の講演

山形村の高齢者福祉施設

　
毎
年
、
恒
例
と
な
っ
て
い

る
関
川
村
議
会
議
員
と
の
交

流
会
が
11
月
6
日（
水
）関
川

村
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
は
、
関
川
小
学
校
を

訪
問
し
、
電
子
黒
板
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
授
業

を
視
察
し
た
。
ま
た
、
佐
藤

忠
義
副
村
長
か
ら
村
政
や
ま

つ
り
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い

て
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

小
国
町
・
関
川
村
議
員
交
流
会

小
国
町
・
関
川
村
議
員
交
流
会



 プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

氏
名
　
多
勢
　
信
人

年
齢
　
五
十
五
歳

住
所
　
小
国
町
岩
井
沢

　
　
　（
丸
清
鮮
魚
店
）

Q「
白
い
森
杯
柔
道
大
会
」
を

始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
土
、
日
に
他
校
の
中
学
生
と

練
習
を
や
ろ
う
と
し
た
り
、
大

会
に
参
加
す
る
と
き
は
町
外
や

県
外
に
出
向
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
出
向
い
て
い
く
だ
け
で

は
な
く
、
町
外
や
県
外
か
ら
、

こ
の
小
国
町
に
中
学
生
を
集
め

て
大
会
や
練
習
会
を
や
っ
て
み

た
い
と
考
え
た
。
県
境
の
地
で

あ
る
が
、
山
形
市
と
新
潟
市
ど

ち
ら
か
ら
も
約
80
キ
ロ
。
ち
ょ

う
ど
中
間
地
点
で
あ
る
こ
と
を

逆
手
に
と
っ
て
、
山
形
新
潟
両

県
の
中
学
生
が
一
同
に
会
し
、

柔
道
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る

場
に
し
よ
う
と
し
た
。

Q
大
会
の
特
色
は
？

　「
手
づ
く
り
の
大
会
」
と
い

う
こ
と
。
約
90
チ
ー
ム
4
5
0

人
も
の
選
手
が
集
ま
る
大
会
。

6
面
の
試
合
場
を
つ
く
る
た
め

に
4
0
0
枚
近
い
畳
を
敷
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
部
員
は

も
と
よ
り
柔
道
ス
ポ
少
Ｏ
Ｂ
や

Ｏ
Ｇ
、
ま
た
そ
の
保
護
者
の
皆

さ
ん
の
協
力
が
大
き
な
力
と
な

っ
て
い
る
。
大
会
で
は
、
ド
リ

ン
ク
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
が
参
加
者
を
も
て

な
し
て
い
る
。
地
元
の
菓
子
店

提
供
の
お
菓
子
も
好
評
。
ま
た
、

玄
関
前
で
は
、
認
定
農
業
者
協

議
会
の
出
店
が
立
ち
並
び
、
閉

会
式
後
の
餅
ま
き
も
大
会
の
名

物
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
70
ほ
ど
の
企
業
の

皆
さ
ん
や
個
人
の
方
か
ら
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
広
告
を
出
し
て
も
ら

う
な
ど
、
多
く
の
方
々
か
ら
支

援
を
い
た
だ
く
大
会
と
な
っ
て

い
る
。

　
3
0
0
人
程
が
町
内
に
宿
泊

し
、
2
日
目
の
合
同
練
習
会
で

技
を
磨
い
て
い
る
。

Q
こ
れ
か
ら
は
？

　
い
ろ
い
ろ
な
人
に
直
接
関
わ

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
柔
道
の

す
ば
ら
し
さ
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
。
畳
運
び
や
会
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
大
歓
迎
。

小
国

町
議

会
だ

よ
り
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
、
自
然
災
害

や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
決
定
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。

　
本
年
は
午
年
で
す
。
午
年
は
経

済
、
農
業
に
も
良
い
年
で
、
特
に

左
駒
の
飾
り
駒
は
、
馬
の
字
が

逆
さ
に
書
い
て
あ
る
こ
と
か
ら
「
う

ま
」
の
逆
さ
は
、「
ま
う（
舞
う
）」

と
な
り
、
縁
起
の
駒
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
馬
の
口
は
細
い
こ

と
か
ら
入
っ
た
お
金
が
出
な
い

こ
と
も
富
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
本
年
は
山
形
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
6
月
か

ら
9
月
ま
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
町
が
観
光
業
者
及
び
Ｊ
Ｒ

グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
て
、
交
流
人

口
の
増
加
と
本
町
の
も
つ
広
大
な

自
然
環
境
と
隠
れ
た
宝
物
の
発

掘
な
ど
で
、
観
光
振
興
が
出
来
れ

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
と
も
あ
れ
、

小
国
町
が
華
麗
に
「
舞
う
」
こ

と
を
願
い
、
本
年
も
良
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
に
。

遠
藤
（
記
）

発
行
責
任
者
　
　
　

議
　
　
長
　
伊
藤
　
重
廣

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
齋
藤
　
弥
輔

副
委
員
長
　
小
関
　
和
好

委
　
　
員
　
小
林
　
　
嘉

遠
藤
　
和
彦
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おらも
おぐに町民

おらも
おぐに町民

おらも
おぐに町民

町の人から
ちょっとひとこと

2日目の合同練習会
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
大
雨
に
よ
る
災
害
が
全
国
各
地
で

発
生
し
、
県
内
で
も
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。

　

さ
て
、
国
内
経
済
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

よ
る
景
気
の
回
復
が
報
道
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

町
内
に
お
い
て
は
、
人
口
の
減
少
、
消
費
の

低
迷
が
続
い
て
お
り
、
将
来
へ
の
希
望
を
実

感
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
と
も
、
町
民
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞

き
し
な
が
ら
行
政
と
と
も
に
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
皆
様
の
ご
多
幸
を
御
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

小
国
町
議
会
議
長

伊

藤

重

廣


